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数値くりこみ法 (密度行列くりこみ群の方法 【1上 穂波動関数くりこみ群
の方法 【2,3】等)は､今や1次元量子系及び2次元古典統計系を調べる際の
標準的な手法の一つになった｡
このような状況の中､我々は (｢無限格子｣上の3)高次元模型に通用する
べく数億くりこみ法を拡張する研究 (｢数値くりこみ法の高次元化｣)を進め
ている｡
我 が々高次元化を考える上でヒントにしたのは､d(≧2)次元Valencebond
solid(VBS)モデル [4】である.このモデルの基底状態 lvBS)はテンソル積
で厳密に表せるという性質を持っている｡ この事を反映してこのモデルの物
理量 :
J.I_(VBSlAlVBS)
(A)I
､'~′I (VBSIVBS)
は次のように求めることが可能となる｡まず､この式の分母のノルム(VBSIVBS)
を ｢d次元古典統計系模型の分配関数｣だと思って ｢転送行列｣Tを導入す
る｡すなわち上をシステム ･サイズとして､
(vBSlVBS)=Tr(TL)
とする｡このとき
(A)-響 (1)
と表せる｡ここで 入1､fr)､(lJは､それぞれTの最大固有値およびその右固
有ベクトルと左固有ベクトルであり､TAは物理量 Aを与えられれば定まる
ある行列である[5】｡
この(1)式は､ひとたび波動関数が (近似的にでも)テンソル積で与えら
れれば評価可能であることに注意されたい｡
これまでの数億くりこみ法は､波動関数を行列積の形で近似的に対角化す
る方法であると考えることができる (たとえば文献【6,7]を参照)｡これに対
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し､数億くりこみ法の高次元化として波動関数を (行列積を一般化した)チ
ンソル積で近似するアプローチを我々は採用するわけである｡
このアプローチの第一歩として 2次元無限格子(六角格子 ･正方格子)上
のVBSmodelに対し適用し非自明な結果を得た｡その詳細は文献 【5】を御覧
くださるようにお願いする｡
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